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出土製塩土器各種
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　現在の東海市は、工業生産の盛んなところとして知られていますが、かつては海苔
の生産に代表される、漁業が盛んなところとして知られていました。当地は古から和
歌にも詠われた、あゆち潟の恵みを受けた地域であり、今でも歴史・伝承を紐解くと、
往事の様子を偲ぶことができます。
　さてこの度、松崎遺跡および上浜田遺跡の発掘報告書を刊行する運びとなりました。
松崎遺跡は、土器製塩の遺跡として全国的にも著名な遺跡で、県埋蔵文化財センター
としては昭和 63 年度以来の調査となります。前回の調査では、当時の製塩方法が藻塩
焼によって行なわれたことが、考古学的研究により初めて実証されました。今回の調
査でも、土器製塩を実際に行なったと考えられる場の検出や、竪穴建物跡の発見など、
松崎遺跡の構造を考える上で、貴重な成果をあげることができました。
　松崎遺跡に関しては、今回の調査の前に、東海市教育委員会により範囲確認調査が
行われ、今回の調査区隣接地が、現在は松崎史跡公園として整備されています。遺跡
の保護と今後の活用に向けて尽力された、東海市教育委員会に敬意を表するとともに、
私どもの今回の調査成果も、このような活動に寄与するものになることを願って止み
ません。

　最後になりましたが、発掘調査につきまして、地元住民の方々をはじめ各方面の方々
にご配慮いただき、さらに関係各機関および関係者のご指導とご協力をいただきまし
たことを、厚くお礼申し上げる次第であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 24 年３月 31 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　公立財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　加 藤 髙 明

序
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例言
１．本書は、東海市大田町に所在する松崎遺跡 ( 県遺跡番号 43037) および上浜田遺跡（県遺跡番号

43135）の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、名古屋鉄道常滑線連続立体交差事業に伴なう事前調査として、愛知県建設部から愛知県

教育委員会を通じて、財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団愛知県埋蔵文化財センター（当時）が委託

を受けて実施した。

３．調査期間は平成 20 年 8 月から平成 21 年 3 月、および平成 24 年 5 月から 9 月までである。

４．調査担当者は、平成 20 年度が、池本正明（主査、現主任専門員）のもと、松田　訓（調査研究専門員）・

川添和暁（調査研究主任）である。平成 24 年度は、永井宏幸（調査研究専門員）である。

5. 調査は、以下の体制で行なった。

平成 20 年度

調査支援：（株）島田組

　　　現場代理人：中川健二、　調査補助員：我孫子雅史・松田重治、　測量士：平井利尚、

　　　　調査協力：（株）イースタン　川元康民・渡辺　徹、田中節二・赤星　悟

　　　現場作業員：平野光男・中野真知子・牟田神東勝男・藤井恭彦・斎藤勝克・各務鈴夫・平野武光・

　　　　　　　平松正春・神谷　昇・磯村孝弘・磯村江美子・竹本裕三・那須昌俊・小沢幸雄・山川秀雄・

　　　　　　　大野定夫・児玉五市・仲川信子・寺沢なつ江・田中信也・古川貞巳 ・笠井義夫・水谷久子・

　　　　　　　東野由貴子 ・坂井隆三・前田徳彦・斉場きみ子・深田美智子・山田のぶよ・長尾吉秀・

　　　　　　　荒川嘉和・山本 學・加藤雄二・ﾎｰﾌﾞﾙ ･ ｼｵﾈ・梅田英明・近藤正史・西田昌雄・井上勇夫・

　　　　　　　山崎久生・小島是彦・花井規良

　　　遺物洗浄：　武藤公栄・西島綾子・吉田ミチヨ・平井聖子・山川美智子・飯田サシ子・江口千恵子・

　　　　　　　浅田紘子・高取 綾・山根いと・荒川賀恵

平成 24 年度

調査支援：（株）イビソク

　　　現場代理人：高橋育雄、　調査補助員：日聖祐輔、　測量士：加納翔太、

　　　現場作業員：石川　勝・石川　陽子・磯村　江美子・磯村　孝弘・板倉　元一・伊深　広幸・

　　　　　　　　　梅田　英明・笠井　義夫・河村　広好・筒井　徳二・服部　和平・平松　正春・

　　　　　　　　　古川　貞巳・山崎　久生・横山　明男

　　　　　測量員：青木　翔吾・近藤　美穂
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６．遺物整理、製図については次の方々のご協力を受けた。

　山田有美子・伊藤あけみ ( 整理補助員 )

７.　土師器・須恵器などの出土遺物の図化およびトレース作業は（株）二友組に委託した。製塩土器の

トレース作業は橋本技術株式会社が行なった。また、出土遺物の統計的処理データー入力および編集作

業の一部については（株）ナカシャクリエイティブから支援を受けた。

８．出土遺物の写真撮影については金子知久氏 ( スタジオ遊 ) に委託した。

９．発掘調査および報告書作成に際しては、次の関係機関の指導・協力を受けた。

　愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室・愛知県建設部・愛知県埋蔵文化財調査センター・東海市

教育委員会・東海市立平洲記念館・名古屋鉄道株式会社 ( 五十音順、敬称略 )

10．発掘調査および報告書作成にあたり、次の方々および機関から御教示・御協力を頂いた。

　愛甲昇寛・大塚達朗・大塚秀子・小野由紀子・梶山　勝・楠美代子・小嶋　泉・柴田昌児・城ヶ谷和広・

立松　彰・永井伸明・萩野谷正宏・坂野俊哉・冨加見泰彦・福井淳一・福岡猛志・北条献示・丸山真史・

宮澤浩司・森　泰通・森　勇一・山崎　健・山下勝年・渡辺　誠 ( 敬称略 )

11．本書の執筆は、主に川添和暁が担当した。但し、第３章第２節は早野浩二、第４章第１節は竹原弘展（パ

レオ・ラボ）、第２節・第８節はパレオラボ AMS 年代測定グループ、第３節は山形秀樹・中村賢太郎（パレ

オ ･ ラボ）、第 4 節は堀木真美子、第５節は畑山智史（東京大学総合研究博物館）、第６節は鬼頭　剛、第７

節は堀内晶子（国際基督教大学）・宮田佳樹（金沢大学環日本海域環境研究センター）、第９節は中村賢太郎（パ

レオ・ラボ）による。

12．本書の編集は川添和暁が行った。

13．調査区の座標は、国土交通省告示に定められた平面直角座標第 VII 系に準拠する。ただし、新基準

で表記してある。

14．調査記録および写真記録は愛知県埋蔵文化財センターで保管している。

15．出土遺物は愛知県埋蔵文化財調査センターで保管している。
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第 1 節　環境と立地

1. 遺跡の位置  

第 1 章　遺跡の位置および調査の経緯

東海市

愛知県
名古屋

松崎遺跡・上浜田遺跡



古墳・古代製塩遺跡
縄文時代遺跡
弥生時代遺跡
古墳・奈良時代遺跡
古墳

海域
砂堆
丘陵

0 1km

(1/50,000)

N

松崎遺跡

上浜田遺跡

畑間遺跡

東畑遺跡

烏帽子遺跡

獅子懸遺跡

法海寺遺跡

２. 地理的環境  

　地質学的な見地からの地形復元は、第 4 章第

６節で鬼頭が報告を行なう。ここでは、これまで

いわれていた地形的な特徴などについて、ごく簡

単に触れておく。

　遺跡周辺の現状は、東側から張り出す丘陵と西

側に広がる伊勢湾に面した、海岸平野となってお

り、砂堆による微地形の凹凸が認められる。現在、

遺跡の南側に接して西流する太田川は、尾張藩

二代藩主 徳川光友が横須賀御殿を造営するに伴

って改修されたことによるもので、当時は 500m

ほど南を流れていたと考えられる。

　この海岸平野内には、海岸線に併行して砂堆列

が３条知られており、形成時期の古い内側（東側）

から、第１砂堆・第２砂堆・第３砂堆積と言われ

ている。最も海側（西側）に位置する第３砂堆は、

海岸沿いの丘陵をつなぐように存在しており、か

つて海進現象が起こっていた時の湾の入り口を横

断する位置にあたる。この第３砂堆は、近世の水

田開発が行なわれるまでは、海岸線を形成してい

たと言われている。現在、古墳時代から古代にか

けての製塩遺跡が多く知られているものこの第３

砂堆上であり、松崎遺跡および上浜田遺跡は、第

３砂堆の北端に立地する。

　このように第１砂堆から第３砂堆が確認される

海岸平野では、砂堆列上は凸状の地形が、それぞ

れの砂堆の東側には凹地が形成されることとな

る。また、砂堆列自体も列全体が均一な凸状を呈

している訳ではなく、幅の大小および高さの高低

があり、地形的には複雑な様相を呈している。

　最後に、杉崎　章も報告書（杉崎ほか 1977）の

中で紹介している和歌を２首、ここでも掲載して

おく。

　万葉集巻七【1163】

年魚市潟（あゆちがた）　潮干にけらし　知多の浦に

　　　　　　　　　　朝漕ぐ舟も　沖に寄る見ゆ

　万葉集巻十四【3553】

味鎌の　可家の水門（加家の湊）に　入る潮の　

　　　　　　　こてたずくもか　入りて寝まくも

　　　　　

　松崎遺跡・上浜田遺跡周辺が位置する海岸平野

およびその周辺には、縄文時代以降、継続した活

動痕跡が認められている。時代別に示していく。

　縄文時代　東海市域では、縄文時代晩期以降の

遺跡が知られている。晩期前半の貝塚を含む、高

３. 歴史的環境  

図３　松崎遺跡周辺の地形【1:50,000】
　　　　　　　（福岡編 1991 より加筆）
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　　白抜きの数字は過去の調査区を示す
1 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会第１次発掘調査区位置（1976年）1 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会第１次発掘調査区位置（1976年）
2 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会第２次発掘調査区位置（1976年）2 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会第２次発掘調査区位置（1976年）2 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会第２次発掘調査区位置（1976年）
3 ： 松崎遺跡 愛知県埋蔵文化財センター発掘調査区位置（1988年）3 ： 松崎遺跡 愛知県埋蔵文化財センター発掘調査区位置（1988年）3 ： 松崎遺跡 愛知県埋蔵文化財センター発掘調査区位置（1988年）3 ： 松崎遺跡 愛知県埋蔵文化財センター発掘調査区位置（1988年）
4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）4 ： 松崎遺跡 東海市教育委員会範囲確認調査区位置（2004年）
5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）5 ： 上浜田遺跡 東海市発掘調査区位置（1998年）

図 4　松崎遺跡・上浜田遺跡位置図 2( １：5,000 )　明治 17 年頃作成地籍図をもとに作成

3



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 14

15

13

16

18

17

19

20

21

22
23

24 25 26

27

28
29

30
31

32 33 34 35
36 37

38 39 40

41

42

43

44

45
46 47

48

49

50 51

52
535455

56

57

58

製塩遺跡 貝塚など

　　　　　　図 5　松崎遺跡・上浜田遺跡と周囲の遺跡 ( １：25,000 )
明治 24 年陸地測量部作成二万分の一地形図 「大高村」「横須賀町」をもとに縮小作成

4



番号 遺跡名 時代など 番号 遺跡名 時代など 番号 遺跡名 時代など
1 松崎遺跡 古墳～平安 20 水深遺跡 室町 40 大田第３踏切貝塚 古墳、中世～近世
2 上浜田遺跡 古墳～平安 21 貴船遺跡 鎌倉 41 宮西遺跡 奈良
3 浅山新田堤防 元文～寛保年間（1736～1743年）埋築 22 北屋敷遺跡 古代 42 大門遺跡 奈良～平安
4 北新田堤防 家加新田の内、文政年間（1818～1929年）埋築 23 峰畑貝塚 中世 43 玉林寺遺跡 奈良～平安
5 中新田堤防 家加新田の内、文政年間（1818～1929年）埋築 24 下浜田遺跡 奈良 44 浜脇遺跡 奈良
6 昇録新田堤防 家加新田の内、文政年間（1818～1929年）埋築 25 神宮前遺跡 古墳 45 釈迦御堂古墳 古墳
7 川北新田堤防 安政元年（1854年）埋築 26 大塚古墳 古墳 46 釈迦御堂遺跡 古墳～奈良
8 浜新田堤防 寛延から寛政年間（1748～1800年）埋築 27 後田遺跡 古墳 47 南堀畑遺跡 奈良～中世

9 後浜新田・川南新田堤防 後浜新田：寛延から寛政年間（1748～1800年）、
川南新田堤防：嘉永4年（1851年）埋築

28 龍雲院遺跡 奈良 48 島ノ内遺跡 古墳～中世

10 養父新田堤防 寛政12年（1800年）埋築
29 畑間遺跡 古墳～中世 49 荒井遺跡 古墳（後）～奈良

11 長光寺遺跡 弥生～平安
30 東畑遺跡 縄文～平安 50 藪城跡 中世

12 妙法寺遺跡 奈良～平安
31 高ノ御前遺跡 縄文・弥生 51 大木之本遺跡 弥生～中世

13 塚森遺跡 縄文～平安
32 庄之脇遺跡 鎌倉 52 里中遺跡 中世

14 船津神社遺跡 平安
33 木田遺跡 弥生・中世 53 妙乗院遺跡 古墳～中世

15 向イ貝塚 縄文～奈良
34 前畑遺跡 縄文・弥生 54 玉泉寺遺跡 古墳～中世

16 焼山古窯 平安
35 北広遺跡 中世 55 西川向遺跡 弥生

17 観音寺貝塚 弥生・中世
36 木田城跡 中世 56 東屋敷遺跡 中世

18 平島城跡 中世
37 下畑貝塚 近世 57 大坪遺跡 中世

19 清水城跡 中世
38 御亭遺跡 古墳 58 横須賀城跡 中世
39 烏帽子遺跡 弥生～近世

ノ御前遺跡（第１〜第３）、晩期中葉の年代と言

われている堅果類貯蔵穴が見つかったトドメ木遺

跡がある。その他、塚森遺跡や向イ貝塚でも縄文

時代の遺物があるという。近年、東畑遺跡でも、

晩期前半の遺物がまとまって出土している（宮澤・

坂野 2013）。

　一方、知多市域では、海岸付近の丘陵上からは、

二股貝塚・楠狭間貝塚などの縄文時代早期後半の

遺跡の存在が知られている。

　弥生時代　弥生時代になると、海岸平野の第２

砂堆付近までは、活動痕跡を確認することができ、

第３砂堆上についても、砂堆南側で活動痕跡を確

認することができる。代表的な遺跡としては、畑

間遺跡・東畑遺跡・烏帽子遺跡を挙げることがで

きよう。また、製塩土器の可能性が指摘されてい

る菩薩遺跡もある。知多市域においては、獅子懸

遺跡や法海寺遺跡などが存在する。

　古墳時代　古墳時代の遺跡としては、神宮前遺

跡・後田遺跡・畑間遺跡・東畑遺跡・御亭遺跡・

烏帽子遺跡・島ノ内遺跡・荒井遺跡・大木之本遺

跡・妙乗院遺跡・玉泉寺遺跡があり、丘陵を挟ん

で北側には塚森遺跡もある。しかし、現在、古墳

の確認例は少なく、第２砂堆に続く丘陵上に位置

する大塚古墳と第３砂堆南端に位置する釈迦御堂

古墳のみである。

　奈良・平安時代　古墳時代から継続して痕跡が

認められる遺跡が多い。奈良時代からの活動痕跡

の認められる遺跡としては、下浜田遺跡・宮西遺

跡・大門遺跡・玉林寺遺跡・南堀畑遺跡などがあ

る。平安時代の遺跡として、焼山古窯もある。

　古墳時代から古代にかけて、松崎遺跡・上浜田

遺跡のみならず、周辺一帯にわたり製塩遺跡が認

められることは注目すべき点であろう。

　中世　中世以降になると、砂堆脇の海岸平野内

にも遺跡が出現するようになる。また、丘陵上に

は平島城跡・清水城跡のように城跡が確認されて

いる。

　近世　近世の遺跡として、注目すべきものに、

堤防がある。図５でも、浅山新田堤防・北新田堤防・

中新田堤防・昇録新田堤防・川北新田堤防・浜新

田堤防・後浜新田・南川新田堤防・養父新田堤防

を確認することができる。これらの名称が示して

いるように、江戸中期から後期にかけて行なわれ

た新田開発に伴う土木工事の一環である。遠浅の

干潟の開発は水田であり、塩田ではなかったこと

は注目されよう。

表１　周辺の遺跡一覧表 ( 番号は図５と一致 )
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　ここでは、特に松崎遺跡について調査年表をま

とめた（表 2）。

　松崎遺跡では、今回の調査を含めて、計 5 度

にわたる発掘調査が行なわれている。松崎遺跡は、

古墳時代から古代にわたる、土器製塩遺跡として、

全国的によく知られている。その理由は、以下に

あると考えている。

　１. 東海地域が土器製塩研究の一地域として重

要視されたこと。

　２. 松崎遺跡が知多式製塩土器編年の標識遺跡

であること。

　３. 松崎遺跡の調査によって、藻塩焼が実証的

に初めて証明されたこと。

　１については、製塩土器自体は、大場磐雄によ

って戦前から報告されているものであった（大場

1931）が、その性格は不明のママであった。そ

れに製塩土器とする考えを提示したのは、特殊脚

台付土器と称した杉崎 章である（杉崎 1962）。

近藤義郎も、杉崎の成果を受けて詳細な分析を行

なったばかりか（近藤 1965）、日本列島全体で

行なっていた土器製塩の研究に渥美地域とともに

取り上げた経緯がある。

　２に関しては、杉崎によって提示された分類案

を、立松　彰によって編年的位置づけなど整備

した経緯がある（立松 1984・2010a・2010b・

2010d ほか）。松崎遺跡は、遺跡の継続期間が長

いことと、遺跡の保存が良好であったことが、研

究の進展に寄与した要因となったと考えられる。

そのことを示す事例として、前回の愛知県埋蔵文

化財センターの調査による層位的細分の成果によ

第２節　調査の経緯と経過
１. これまでの調査・研究の歴史 る、製塩土器４類の細分作業が注目されている（福

岡編 1991）。

　３に関しても、愛知県埋蔵文化財センターが

1988 年に行なった第３次調査の成果による（福

岡編 1991）。森勇一は、製塩土器内・および第

１次調査で見つかった鹹水溜から海藻付着性の珪

藻を多数取り出すことに成功した。また、貝層の

定量分析を行なった渡辺　誠は、アマモに付着し

て生息するウズマキゴカイが焼けた状態で多量に

出土したことに注目した。これまで文献などで言

われていた、藻塩焼による製塩が、出土遺物の同

定という考古学的な手法によって証明できたこと

に、大きな成果がある。

　以下、淡路島での事例であるが、よく知られた

和歌を引用しておく。

　『万葉集』巻六【935】

　名寸隅（なきすみ）の　　船瀬見ゆる　　淡路島

　松帆の浦に　　朝なぎに　　玉藻刈りつつ

　夕なぎに　　藻塩焼きつつ　　海（あま）をとめ

　ありとは聞けど　　見に行かむ

　よしの無ければ　　ますらをの　　情は無しに

　手弱女の　　思ひたわみて　　たもとほり　　

　吾はぞ恋ふる　　船楫（ふなかぢ）を無み

　また、これを本歌取りしたものが、小倉百人一

首の中にも含まれている。

　『新勅撰集』巻十三【849】

　来ぬ人を　　まつほの浦の　　夕なぎに　

　　　　　　焼くや藻塩の　　身もこがれつつ

　　　　　　　　　　　　　　　権中納言定家
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　近年では、早野浩二によって、松崎遺跡は屯倉

としての機能が存在していたのでは、という説を

提示し、多いに注目を集めている（早野 2006・

2012）。このように、松崎遺跡は古墳時代・古代

の製塩遺跡ということからはじまり、当地域の古

墳時代から古代への社会体制の変化を考える上で

も重要な遺跡として位置づけられるようになった

といえよう。　

　今回の調査は、名古屋鉄道常滑線連続立体交差

事業に伴う事前調査として、愛知県建設部から愛

知県教育委員会を通じて、愛知県埋蔵文化財セ

ンターが委託を受けて、実施された発掘調査で

ある。調査区は、松崎遺跡・上浜田遺跡をつな

ぐ形で設定された。平成 20 年度（2008）は調

査面積 6,200 ㎡、調査期間は平成 20 年８月〜平

和暦 西暦 月 調査など事柄 主体団体 原因など 調査面積 検出遺構・出土遺物など 分析など 文献

明治44年頃 1912年 松崎遺跡の発見（松崎貝塚）
愛知鉄道敷設・大田川駅
の設置

昭和49年 1974年 10月 東海市文化財に指定

昭和51年 1976年 7月～8月 第１次調査 東海市教育委員会
愛知用水土地改良区川北
第２工区の土地改良（圃
場整備）

貝層・炉跡・炉状遺構・粘土面・槽状遺構（鹹
水溜）・土師器甕棺、製塩土器・土師器・須恵
器・灰釉陶器・土錘・泥岩製柱状棒・滑石製模
造品（勾玉形）、鉄器（鏃・釣針・剣・銛?・刀
子）・骨角器

調査対象外には保護
のため遺跡全体に土
盛りの施行

杉崎ほか
1977

昭和51年 1976年 12月 第２次調査 東海市教育委員会 圃場整備に伴う道路敷設

貝層・炉跡・ピット、製塩土器・土師器・須恵
器・灰釉陶器・緑釉陶器・土錘・フイゴの羽
口・泥岩製柱状棒・砥石・鉄器（紡錘車・鉸
具・鍬先・鏃・環・刀子）・鉄滓・永楽通宝・
骨角器（刀子柄）

鉄滓の成分分析、昭
和54年出土人骨も合
わせて報告

杉崎・立松
1984

昭和63年～
平成元年

1988～
1989年

12月～3月 第３次調査 愛知県埋蔵文化財センター 国道247号改良工事 2,000

竪穴建物跡・製塩土器堆積群・炉状遺構・埋葬
人骨、製塩土器・土師器・須恵器・灰釉陶器・
土錘・土製紡錘車（須恵質）・滑石製模造品
（円盤形）・石製管玉・鉄器（鏃・釣針）・金
銅製刀装具・鹿角製刀子柄・鹿角製針・鹿角製
ハンマー

知多式4類の分析、製
塩土器の胎土分析、
製塩土器付着珪藻分
析、貝層のブロック
サンプリング分析

福岡編1991

平成16年 2004年 10月～12月第４次調査 東海市教育委員会 範囲確認調査 400

灰層（タタキ面）・粘土塊・貝層、製塩土器・
須恵器・土師器・灰釉陶器・土錘・砥石・滑石
製紡錘車・鉄製U字形鍬鋤先・萬年通宝・骨鏃・
角針・骨製ヘラ

立松・永井伸
2005

平成17年 2005年 11月
遺跡内および周辺のボーリン
グ調査

東海市教育委員会 範囲確認調査 7地点
放射性炭素年代測
定・珪藻分析・テフ
ラ分析

永井伸・鬼
頭・立松
2006

平成20・
21年

2008～
2009年

8月～3月 第５次調査（上浜田遺跡含む）愛知県埋蔵文化財センター
名古屋鉄道常滑線連続立
体交差事業

6,200

竪穴状遺構・炉跡・包含層・貝層・埋葬人骨、
製塩土器・土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶
器・土錘・土製紡錘車・鉄器（鏃・刀子・鎌な
ど）・鉄滓・鹿角製刀子柄・点状刺突具類（角
鏃など）・骨針

川添2009

平成22年 2010年 1月
シンポジウム「古代の塩作り
と松崎遺跡」

考古学フォーラム・東海市
教育委員会

シンポジウムの開催・
研究資料集の刊行

早野編2010

平成22年 2010年 3月 松崎史跡公園整備

平成24年 2012年 5月～9月 第６次調査（上浜田遺跡含む）愛知県埋蔵文化財センター
名古屋鉄道常滑線連続立
体交差事業

2,100
貝層・包含層、愛知鉄道関連遺構、製塩土器・
土師器・須恵器・灰釉陶器・土錘・鉄器（鏃・
刀子）・鉄滓・鹿角製刀子柄

永井宏2013

※トーン部分が本報告分

東海市

２. 調査にいたる経緯

成 21 年 3 月である。調査区を横断する国道 247

号線を挟んで、北側に A 区、南側に B 区を設定

し、さらに A 区の北側を Aa 区・南側を Ab 区と

設定した。これらの調査区は調査年度を冠して、

08Aa 区・08Ab 区・08B 区と称する。調査期間

中の 12 月 23 日に地元説明会を開催し、200 名

余の来跡者を数えた。

　また、平成 24 年度（2012）にも、08B 区西

側において、同様の事業に伴う発掘調査が行なわ

れた。調査面積は2,100㎡で、北側からA区・B区・

C 区と３分割して調査区が設定された。これらの

調査区も、以下、12A 区・12B 区・12C 区と称

する。調査期間は平成 24 年 5 月〜 9 月であった。

３. 調査・整理の経過

　砂堆上に形成された遺構および包含層からは、

良好な状態の遺物包含層と遺構を検出すること

表 2　松崎遺跡の発掘調査歴など一覧
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ができ、多量の遺物の出土をみた。出土遺物は、

27 リットルコンテナで総計 467 箱を数えた。

　整理作業は、平成 24 年 4 月から平成 26 年 3

月までであり、この整理期間内に、平成 24 年度

分調査成果も合わせて報告することとなった。出

土遺物は、分類後、種別ごとに点数・重量をはかり、

さらに詳細な分析を行なう資料を選別した。土器・

陶器類については接合・復元・図化・写真撮影を

行なった。製塩土器については、分類別の統計的

処理に分析の主体を置き、必要な情報を得た。ま

た、人骨をも含めて、貝類や獣骨・魚骨など、出

土した動物遺存体についても、各種別で分析を行

なった。

　以下、第２章以降で、調査成果を報告する次第

である。

8
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	松崎遺跡Ⅱ上浜田遺跡
	第１章　遺跡の位置および調査の経過
	第１節　環境と立地
	第２節　調査の経緯と経過

	第２章　調査方法および基本層序
	第１節　調査区設定と調査方法
	第２節　各調査区の層名について
	第３節　08Aa 区の層序と遺構
	第４節　08Ab 区の層序と遺構
	第５節　08B 区の層序と遺構
	第６節　12A 区の層序と遺構
	第７節　12B 区の層序と遺構
	第８節　12C 区の層序と遺構
	第９節　愛知鉄道関連の遺構

	第３章　出土遺物
	第１節　出土遺物の分布状況
	第２節　土器・陶器類および脚台式製塩土器
	第３節　知多式製塩土器
	第４節　土製品・石製品
	第５節　金属製品
	第６節　骨角製品

	第４章　自然科学的分析
	第１節　松崎遺跡より検出された住居床面の土の蛍光X 線分析
	第２節　出土人骨の放射性炭素年代測定
	第３節　出土人骨の窒素・炭素安定同位体分析
	第４節　松崎遺跡出土の人骨について
	第５節　松崎遺跡出土ハマグリの成長線分析
	第６節　松崎遺跡・上浜田遺跡遺跡周辺の表層地形解析
	第７節　松崎遺跡・上浜田遺跡出土製塩土器の塩化物イオン分析および脂質分析
	第８節　松崎遺跡・上浜田遺跡出土獣骨類の年代測定
	第９節　松崎遺跡・上浜田遺跡の動物遺体
	第10 節　松崎遺跡・上浜田遺跡の出土貝類について

	第５章　総括
	写真図版


